








病気を診るのでなく病人を診る医学=心身医学(bio-psycho-socio-ethical medicine)は総

合医学であり,単に心身症のみを診るのでなく,あらゆる疾患,特に重症で慢性化する疾患

にこそ求められるものである。 

小児白血病は治癒率が向上したとはいえ,依然として難病で,化学療法の強力化や入退院の

繰り返しなど,心身医学的 care が必要な疾患である。大阪大学医学部付属病院小児科の病

棟では,白血病を中心とした悪性腫瘍の患児とその親(母親)に心身医学的 care を実施して

いるので,3 年間の経験をもとに,患児や親の精神面について報告する。 


